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癧血病態にお ける赤血球膜粘弾性の検討
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【目的1 我々 は前回の 本学会に お い て 、痕血病態で は赤血球変形能の 低下 がみ られ る

こ とを報告 し、さらに赤血球変形能の影響 因子の 中で 、 赤血球形態 ・赤血 球内部粘度

に 関 して は 癧 血病態 との 関連性は み ら れ な い こ と を示 し た
ユ〕。今回、赤血球変形能の

影響因子 の
一

つ であ る赤血球膜 粘弾性 と、痕血病態 と の関連性 に つ い て検討 した の で

報告する 。

【対象と方 法1対象は多発 性脳梗 塞患者30例 （平均年齢65 ，4± lo．5歳） 。 各 々 に つ き

瘢血 ス コ ア ・赤血球変形 能 ・赤血球膜粘弾性 （硬度） ・赤血 球内ATP に つ い て検討 した 。

赤血球変形 能は赤血球 濾過法を用 い て測 定した 。 赤血球膜粘弾性の 測定にあた っ て、

Hochmuth らの方法
2 ）

に基づ き、ParalleL　plate　channel 　chamber を使用 した 。　chamber 内に

H し0．5％ の 浮遊 赤血球を流 入 させ 、一
定 の速度で 緩衝液を流 したときに、赤血球に加 わ

る shear 　stress や赤血球の伸展率を求め、こ れ らから算定 され る弾性係数を赤血球膜粘弾

性の指標 とした 。 赤血球内ATP は赤血 球か ら過塩素酸を用い て 抽出 し、
ル シ フ ェ リ ン

ー

ル シ フ ェ ラ
ーゼ反応に よ る発光強度を測定する こ とに よ り定量化 した 。

【結果 】癧血 ス コ ア が 高くな る に従 っ て、赤血球変形能は低下 し た 。 赤血 球膜粘弾性

の 指標と な る弾性係数 は 、癧血 ス コ ア との 問 に統計学的に有意 な 正 の 相関関係が 認 め

ら れた （r＝ O．486，p＝ O．0128） 。 癢血 の 重症度で み る と、非痕血群 に 比 し重度癧血群 で

は赤血 球膜粘弾性は 有意に高 い 値を示 し た （p ＝ 0．0023） 。 また赤血球内ATP と瘢血 ス

コ アの間には有意な負の相 関関係が認め られ （r＝−0，434，p＝ 0，0158）、非痕血群に比 し

重度瘢血群 で は 、赤血球内ATP は有意に低 い 値を示 した （p＝ O．0179 ） 。

【考察1 癧血 の 重症化 に伴 っ て 認 め られる赤血球変形能 の 低下 に、赤血球膜 の 粘弾性

（硬度）の 低下 が関係 して い る こ とが 示 され た 。 さ ら に 瘢血が 高度 に な る に つ れ て 、

赤血 球内 の ATP濃度の低下 も認 め られ る こ とか ら、赤血球膜を構成する骨格タ ン パ ク 間

の 結合 ・相 互作用 に影響が及 ん で い る可能性が示唆された 。
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